
 

 

 

 

 

 

 

 

①テーマ設定の理由 

附属三原学校園図画工作・美術部会では，３H 美術教育１）の理念のもと人間力の形成をめざして，子ど

もたちに美意識を育む取り組みを行なってきた。３H とは，（Heart／感じる力，Head／考える力，Hand

／みる・かく・つくる力）であり，知性，感性，技能につながるものである。そして，この３つを相関的

にかかわらせることによって子どもたちの美意識を育むことを目指してきた（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 美意識が育まれる過程 

 

これまでの取り組みの中で常に願いとしてあったのは，子どもたち一人ひとりが「自分らしく表現活

動を行ってほしい」ということであった。美意識を身に付けていく中で子どもたちが，自分流で表現を

していくということは欠かせないことである。そして，その原動力となっていたのは，子どもたちのこ

ころの奥底から湧き上がる「驚き」と「感動」の体験である。「驚き」と「感動」の体験を通して，子ど

もたちが自分らしく表現していけるような題材開発を行いたいという思いから本研究テーマを設定した。 

 

②自分らしく表現をするための方策 

（１）「意外性」のある題材・学習展開の工夫 

  子どもたちにとって「意外性」のある題材を提示し，学習展開を考えることで学びの過程の中で「驚

き」と「感動」の体験を生じさせることができる。この「驚き」と「感動」の体験はこころの奥底で生

じるものであり，「知性」と「感性」を合わせた人間性全体に関わるものであるとされている２）。また，

子どもたちが，「驚き」と「感動」を求めて自分らしく表現するために自ら学習課題を設定していくよう

にする。そうすることで「技能」も相関的に関わらせていく。 

（２）タキソノミーテーブルの開発実践 

 附属三原学校園図画工作・美術部会では，評価の指標としてタキソノミーテーブルを作成している。 

 このタキソノミーテーブルは，ブルームの提唱した評価の考え方３）で，現行学習指導要領の観点別評

価４観点はこのタキソノミーを応用して設定されている。タキソノミーでは教育目標が以下の３つの領
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図２ 美意識が育まれる過程 

「感性」（情意領域） 

・色，形などから感じる力 

・動き，奥行きなどから感じる力 

・自分なりのイメージを働かせてい

く力 

・材料の特徴から感じる力 

「知性」（認知領域） 

・色・形を工夫する力 

・動き・奥行きを工夫する力 

・既習事項を活用する力 

・用具を選択する力 

・材料を選択し，組み合わせを工

夫する力 

新しい文化 生活や社会の中で生きる力 美意識 

「技能」（精神運動領域） 

・色・形を表現する力 

・動き・奥行きを表す力 

・イメージを表す力 

・用具を適切に使う力 

・材料を適切に使う力 

 

「感性」・「知性」・「技能」が 

相関的に関わるための活動 

・イメージマップの作成 

・集団での学び合い・練り上げ 

・ポートフォリオ評価法の開発実践 

・アイデアスケッチを描く活動 

・相互鑑賞  等 

 

 



域に整理されている。 

○認知領域：知識の記憶や活用からなる 

○精神運動領域：運動技能や操作技能からなる 

○情意領域：興味，態度，価値観の変容からなる 

  これにクラスウォールらによって，継承・発展させた「新タキソノミー」の考え方をもとにして本学

校園のタキソノミーテーブルのもとを作成した。なお，子どもたちの「自分らしさ」を大切にするため

に「メタ認知」の視点を付け加えて独自のものにしている。（詳しくは，当日に教室入口においてある

資料をご参照してください。） 

 

③本題材でこだわりたいこと 

（１）意外性を生み出す描画材としての段ボール 

 描画材として「ダンボール筆」４）を用いる。ダンボール筆とは，文字通りダンボールを丸めて筆状に

したものである。子どもにとってダンボールを使って描くのははじめての経験，どのような線が生まれ

るのかワクワクしながら活動をすることができる。さらに線はどうしても太く，大胆なものになる。こ

こから，子どもたちの今までになかった新しい表現を掘り起こしてしていきたい。 

 

図２ ダンボール筆 

 

（２）集団制作の中で引き出す「自分らしさ」 

 自分らしさは，単に「自分らしく表現しなさい」と言っても引き出せるものではない。表現活動は常

に他者とのかかわり合いの中で行われている。本題材では，「線のリレー」を行いながら集団とのかかわ

り合いの中で自分らしさを感じる取り組みを行う。友だちの描いた線や形に合わせて表現をする子ども，

あえて方向性を変えて表現をする子ども，どれもその子の思いが反映された自分らしさではないだろう

か。完成した作品の中にある自分が描いた部分に着目させることで全体の中の自分の表現に気付かせ，

お互いに「驚き」と「感動」を分かち合う中で自分らしさの発見につなげていきたい。 
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